
｜
、
船
曵
清
修
の
略
歴

渭
修
は
、
洋
方
産
科
医
と
し
て
初
の
侍
医
。
文
政
八
年
二
月
二
日
京

都
に
生
れ
る
。
父
・
紋
吉
（
字
子
錦
）
は
播
磨
の
人
で
京
都
に
移
り
漢
藺

折
衷
の
産
科
を
開
業
し
て
名
声
が
あ
っ
た
。
清
修
の
初
名
は
卓
介
で
の

ち
通
称
と
し
た
。
名
は
修
、
字
は
徳
夫
。
号
は
卓
堂
・
長
春
園
。
水
原

三
折
に
産
科
を
学
び
、
嘉
永
元
年
こ
ろ
緒
方
洪
庵
に
入
門
。
父
が
藺
方

医
山
崎
玄
東
よ
り
入
手
し
た
プ
レ
ン
ク
の
ｐ
Ｒ
８
再
ヨ
四
月
日
○
『
豆
、

“
①
ｘ
吊
貯
ヨ
ョ
①
一
ゞ
弓
后
目
〕
屍
冨
を
翻
訳
し
て
嘉
永
三
年
「
婦
人
病
論
」

を
出
版
し
た
。
こ
の
害
は
西
洋
産
婦
人
科
訳
書
の
刊
行
物
と
し
て
最
初

の
も
の
と
い
わ
れ
る
。
京
都
御
幸
町
二
条
南
に
開
業
。

明
治
元
年
七
月
軍
務
官
病
院
診
療
師
兼
医
学
所
教
授
方
と
な
る
（
因

み
に
賀
川
満
載
は
同
年
六
月
に
軍
務
官
病
院
診
療
生
と
な
っ
て
い
る
）
・
明
治

三
年
四
月
少
典
医
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
四
年
八
月
少
侍
医
、
明
治
八

年
一
月
六
等
侍
医
に
昇
進
す
る
が
、
西
南
戦
争
の
際
の
官
制
改
革
に
よ

り
、
明
治
十
年
九
月
侍
医
を
免
ぜ
ら
れ
、
医
員
に
降
格
さ
れ
る
。
こ
の

間
、
明
治
四
年
五
月
静
寛
宮
種
痘
御
用
掛
、
明
治
六
年
九
月
権
典
侍
橋

本
夏
子
妊
娠
御
用
掛
、
明
治
七
年
十
月
権
典
侍
柳
原
愛
子
妊
娠
御
用
掛
、

池
田
文
書
の
研
究
（
十
七
）

船
曳
滴
修
の
沸
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
研
究
会

明
治
九
年
五
月
奥
羽
巡
行
供
奉
、
明
治
十
年
三
月
肥
後
戦
地
出
張
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
命
ぜ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
官
制
改
革
に
よ
り
明
治
十
五
年
十
一
月
医
員
を
免
ぜ
ら
れ
、

宮
内
省
御
用
掛
侍
医
心
得
と
な
る
が
、
明
治
十
八
年
十
二
月
非
職
、
明

治
二
十
一
年
十
二
月
非
職
満
期
と
な
る
。
明
治
二
十
八
年
六
月
二
日
没
、

享
年
七
十
一
・
墓
所
は
谷
中
墓
地
。

（
参
考
文
献
・
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
』
、
侍
医
寮
編
『
転
免
物

故
履
歴
書
』
、
大
植
四
郎
『
明
治
過
去
帳
』
）

二
、
船
曵
清
修
の
書
簡

清
修
の
書
簡
は
七
通
を
数
え
る
。
年
の
特
定
で
き
る
書
簡
は
一
通
の

み
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
み
て
、
い
ず
れ
も
渭
修
が
侍
医
局
医
員
だ
っ

た
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

書
簡
二
六
○
二
・
二
六
○
八
の
二
通
は
、
明
治
十
二
年
八
月
三
十
一

日
明
宮
（
大
正
天
皇
の
出
産
の
際
、
清
修
が
柳
原
愛
子
（
早
蕨
）
権
典

侍
妊
娠
御
用
掛
と
し
て
勤
務
し
た
と
き
の
も
の
で
、
権
典
侍
の
容
体
を

伝
え
る
。
こ
の
時
期
の
柳
原
権
典
侍
の
容
体
に
つ
い
て
は
謙
斎
に
よ
る

容
体
耆
控
も
あ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
こ
れ
を
末
尾
に
附
し
た
。

書
簡
二
六
○
五
は
、
東
園
家
の
患
者
に
つ
い
て
、
渭
修
が
自
分
の
誤

診
を
お
そ
れ
て
、
謙
斎
に
診
断
と
処
方
に
つ
い
て
教
示
を
仰
い
だ
も
の

で
あ
る
。
本
簡
と
書
簡
二
六
○
七
か
ら
清
修
の
閥
方
産
科
医
と
し
て
の

処
方
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

書
簡
二
六
○
六
か
ら
、
渭
修
が
妻
の
病
気
の
診
察
を
謙
斎
に
依
頼
し

て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
（
遠
藤
正
治
）
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池田文筈一船曳清修書簡一覧

書簡番号発信年月日（）内推定発信者名受信者名備考

明治(12)年7月29日

明治年10月1日

明治年9月14日

明治年5月23日

明治年3月2日

明治年11 月3日

明治年月17日

２
８
３
５
６
４
７

１
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ

〆
ｂ
く
り
（
ｂ
〈
ｂ
（
ｂ
〆
ｂ
ハ
ｂ

ワ
］
ワ
〕
ワ
］
？
］
ワ
］
ワ
］
ワ
白

清修

清修

船曵清修

船曳清修

船曵清修

船曳清修

清修

１
２
３
４
５
６
７

池田先生

池田先生

謙斎池田先生

池田先生

池田先生

池田先生

池田先生

早蕨権典侍容体

早蕨殿壁痛之由

裏松家より御書簡

東園家へ参診

荊妻義大患

病人昨夜死亡

略血も減じ

附1632明治12年8月1日池田謙斎「柳原愛子殿御容体害（控)」

２
明
治
年
十
月
一
日

二
六
○
八
船
曵
渭
修
池
田
謙
斎

謹
読
仕
候
、
昨
来
御
感
冒
、
御
困
却
二
付
本
日
御
来
診
不
為
在
候
趣
奉

拝
承
候
、
早
蕨
殿
先
っ
同
容
、
不
相
更
壁
痛
之
由
二
候
へ
と
も
、
格
別

申
上
候
程
之
義
も
差
当
り
無
之
候
間
、
仮
り
一
一
御
降
心
可
申
候
、
先
は

右
奉
答
迄
、
頓
首
渭
修

十
月
一
日

池
田
先
生
台
下
〔
田
中
〕

１
明
治
（
十
二
）
年
七
月
二
十
九
日

二
六
○
二
船
曵
清
修
池
田
謙
斎

拝
稟
、
連
日
御
苦
労
奉
存
上
、
抑
ハ
早
蕨
典
侍
昨
夜
一
時
頃
よ
り
二
時

間
余
安
眠
、
其
後
少
腹
少
々
シ
、
痛
有
之
候
へ
と
も
格
別
堪
兼
候
程
二

も
無
之
、
今
朝
六
時
診
察
仕
候
処
、
先
シ
平
穏
之
模
様
、
昨
朝
よ
り
気

分
余
程
快
覚
候
と
の
事
二
御
坐
候
、
昨
夕
飯
稀
粥
一
碗
、
十
一
時
過
大

便
少
々
通
し
微
痛
あ
り
、
嘔
気
ハ
更
二
無
之
よ
し
、
其
他
容
体
枚
挙
申

上
候
義
ハ
無
御
坐
候
、
右
御
報
知
ま
て
、
艸
々
頓
首
拝
啓

七
月
廿
九
日
午
前
六
時
廿
分
渭
修

池
田
先
生
侍
史
〔
田
中
〕
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頓
首
拝
啓九

月
十
四
日
船
曵
清
修

（
前
文
欠
）
奉
希
度
、
最
も
私
為
差
義
二
て
も
無
之
様
存
候
間
、
今
日
中

保
護
仕
候
ヘ
ハ
下
利
も
歌
ミ
可
申
哉
二
は
候
へ
と
も
、
当
節
柄
心
頭

（
鰈
響

二
縣
リ
候
問
何
分
二
も
今
日
ハ
引
籠
加
養
仕
度
、
此
殿
御
諒
察
奉
希
上
、

今
朝
ハ
御
眠
を
攪
し
、
実
一
一
恐
縮
仕
候
、
陳
は
直
様
東
園
家
へ
参
診
仕

候
処
、
今
日
ハ
意
外
二
診
察
も
出
来
、
咽
喉
頸
部
等
ま
て
篤
と
診
し
申

候
、
先
っ
宿
蝕
硬
結
等
も
見
え
不
申
候
、
諸
症
此
間
と
変
候
様
子
も
無

之
、
飲
含
嚥
下
更
二
差
支
も
無
之
二
付
、
十
分
疫
咳
と
ハ
存
候
へ
と
も
、

彼
岨
血
等
二
て
満
堂
喧
騒
、
於
私
甚
た
心
痛
、
万
一
謬
診
仕
候
て
ハ
不

相
済
義
二
付
、
不
顧
御
繁
務
御
苦
労
奉
願
候
事
二
御
坐
候
、
何
分
二
も

３
明
治
年
九
月
十
四
日

二
六
○
三
船
曵
清
修
池
田
謙
斎

４
明
治
年
五
月
二
十
三
日

二
六
○
五
船
曵
清
修
池
田
謙
斎

た
る
み
つ

（
１
）
裏
松
家
…
…
子
爵
・
裏
松
良
光
か
。
良
光
は
嘉
永
三
年
生
、

年
承
。
陸
軍
歩
兵
少
佐
、
貴
族
院
議
員
。
大
正
四
年
没
。

謙
斎
池
田
先
生
侍
史

（
１
）

再
申
、
昨
日
は
裏
松
家
よ
り
御
言
翰
被
下
拝
読
仕
候
、
御
高
案
之

趣
承
之
安
心
仕
候
、
委
細
奉
承
候
、
余
ハ
拝
晤
候
、
不
悉

明
治
五

〔
田
中
〕

宜
奉
願
、
御
診
断
且
御
処
方
乍
御
面
倒
御
示
教
伏
て
奉
希
上
、
今
日
之

処
方
ハ
又
候
あ
と
戻
り
、
吐
舍
廿
、
ブ
ロ
マ
イ
ト
カ
リ
五
氏
単
煉

糖
二
弓
水
二
弓
右
一
日
之
用
量
、
散
方
口
硝
石
五
氏
砂
糖
二
和

シ
五
包
二
分
チ
一
日
之
用
量
、
右
等
之
調
薬
差
出
置
申
候
、
何
卒
御
指

揮
奉
願
候
、
頓
首
拝
穎

五
月
廿
三
日
船
曵
清
修

池
田
先
生
坐
下
〔
田
中
〕

５
明
治
年
三
月
二
日

二
六
○
六
船
曵
渭
修
池
田
謙
斎

拝
申
、
益
御
清
康
被
為
入
奉
賀
上
候
、
陳
は
荊
妻
義
過
日
来
大
患
二
罹

リ
心
痛
仕
居
申
候
二
付
、
何
と
も
御
苦
労
恐
入
候
へ
と
も
御
一
診
被
成

下
度
願
上
候
、
御
多
務
中
御
都
合
も
可
有
御
坐
候
へ
と
も
、
何
卒
御
操

合
明
朝
御
来
診
被
成
下
問
布
哉
、
右
伺
迄
参
上
仕
候
也

三
月
二
日
船
曵
清
修

池
田
先
生
閤
下
〔
田
中
〕

６
明
治
年
十
一
月
三
○
日

二
六
○
四
船
曵
清
修
池
田
謙
斎

拝
啓
、
毎
々
御
苦
労
奉
願
候
病
人
、
昨
夜
十
時
三
十
分
寛
二
死
亡
仕
候
、

其
内
拝
趨
拝
謝
可
仕
候
へ
と
も
不
取
敢
右
御
報
道
仕
候
也

十
一
月
三
日
船
曵
渭
修
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７
明
治
年
月
十
七
日

二
六
○
七
船
曵
渭
修
池
田
謙
斎

過
日
は
御
苦
労
被
成
下
、
且
御
教
示
趣
難
有
奉
拝
謝
、
一
昨
日
昨
日
ハ

梢
略
血
も
減
し
熱
度
も
低
下
之
模
様
二
て
、
少
々
喜
色
を
い
ぁ
居
候
処
、

今
朝
又
々
略
血
多
量
、
実
二
危
權
之
至
二
御
坐
候
、
容
体
委
細
ハ
看
病

（
１
）

人
よ
り
御
聴
取
奉
希
、
別
二
細
悉
不
仕
候
、
処
方
昨
日
迄
前
方
二
て
、
麦

奴
ハ
廿
氏
ま
で
用
ひ
上
り
申
候
、
然
ル
ー
歌
止
之
効
も
不
十
分
二
付
、

今
朝
よ
り
一
半
コ
ロ
ー
ル
鉄
一
昼
夜
之
量
十
五
ｍ
相
用
候
積
二
致
し
申

候
、
最
も
ジ
キ
タ
リ
ス
吐
根
硝
石
等
之
水
薬
ハ
や
は
り
持
用
致
申
候
、

サ
ル
シ
ー
ル
酸
四
十
氏
是
又
同
様
相
用
候
積
二
致
申
候
、
何
分
宜
御
教

示
奉
仰
候
也

十
七
日
朝
渭
修

池
田
先
生
床
下

’
六
三
二
池
田
謙
斎
・
柳
原
愛
子
容
体
言
扣

（
１
）
麦
奴
…
…
麦
角
。
ラ
イ
ム
ギ
、
カ
モ
ジ
グ
サ
な
ど
に
着
生
す
る
菌
体

で
、
子
宮
収
縮
剤
、
止
血
剤
と
し
た
。
藺
方
で
麦
奴
と
誤
称
し
た
。

「
田
中
〕

附
明
治
十
二
年
八
月
一
日

池
田
様
御
執
事
中

〔
田
中
〕

飛
雛
蕊
識
迩
難
雪
鮴
霊

出
し
候
扣

（
端
裏
書
）
柳
原
愛
子
容
体
書
扣
、
八
月
一
日
中
山
殿
え
出
す

柳
原
愛
子
殿
御
容
体
書

御
妊
娠
以
来
御
持
病
之
御
癩
気
月
々
一
二
回
宛
御
発
し
被
相
成
候
得

共
、
五
月
下
旬
ま
で
は
御
平
常
御
同
様
二
て
一
両
日
ニ
し
て
御
全
快
二

相
成
候
処
、
六
月
一
日
突
然
右
御
癩
気
御
発
し
之
節
ハ
病
勢
劇
甚
二
し

て
御
苦
脳
御
平
常
之
比
二
あ
ら
ず
、
随
て
御
快
癒
も
日
問
取
、
漸
く
六

月
中
旬
頃
よ
り
御
快
方
ニ
趣
き
、
七
月
初
め
ニ
ハ
御
全
治
二
相
成
候
処
、

同
月
八
日
青
山
御
産
所
え
御
引
移
り
之
途
中
方
例
之
御
持
病
御
発
動
、

余
程
之
御
劇
症
二
て
四
日
間
甚
は
だ
御
苦
脳
有
之
候
得
共
、
六
月
中
御

発
作
之
節
よ
り
早
く
御
快
方
二
趣
キ
、
其
後
一
両
度
御
発
作
有
之
候
得

ど
も
い
つ
も
御
軽
症
二
て
、
速
か
に
御
快
方
二
相
成
申
候
、
昨
今
ハ
諸

症
全
く
御
鎮
静
二
御
座
候
、
前
条
之
ご
と
く
度
々
御
癩
気
御
発
動
有
之

候
へ
共
、
全
く
御
平
常
之
御
持
病
御
妊
娠
中
御
募
り
被
成
候
義
二
付
、

是
迄
ハ
御
胎
児
様
御
成
育
ニ
ハ
更
二
御
障
害
不
被
奉
存
、
今
後
と
て
も

最
早
御
降
誕
迄
四
十
日
前
後
二
御
座
候
為
、
右
期
限
中
多
少
御
持
病
御

発
動
有
之
候
と
も
、
差
た
る
御
事
ハ
被
為
在
問
敷
と
奉
存
候
、
右
御
容

体
概
略
上
申
仕
候
也

十
二
年
八
月
一
日
池
田
謙
斎
〔
田
中
〕
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